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9が2531と著明に上昇していた.腹部超音波検査では

胆嚢結石.総胆管結石を認める他.肝門部に径45mm

及び肝内胆管の拡張は確認されたが,幡塙性病変につい

ては指摘 しえなかった.腹部 CT では肝門部の腫噂に

おいて周囲の造影効果を認め,腹部血管造影も同様に周

囲に掩い腫梅漬染像を認めた.以 1-.よi)総胆管結石.胆

嚢結石を伴った肝内胆管癌叉は転移性肝癌を疑い,エ3-

下肝生検を施行した.肝生検 HE標本では膿藤細胞が

索状に増生 していることから肝細胞癌と診断,手術を施

行 したが術中診断にて上腹部を中心に播種性腹膜転移を

認めたため切除不能と判断した.肝膿藤離解中生検組織

標本に対 してサイトケラチン染色を施行,サイトケラチ

ン8,19陽性である事から肝細胞.胆管細胞いずれの性

格を有している混合型肝癌と診断した.

肝贋藤を診断するにあたり画像上肝細胞癌に非典型的

であっても CA19-9が高値を示す症例には混合型肝

癌も念頭において診断する事が重要と考えられた.

16)肝原発カルチノイドの･一例
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症例は62才男性.1998年 6月1tl右季肋部痛.I_i!.現 し

肝腫太を認め6月5日精査入院.肝は右季肋下5横指触

知し,入院時検査では HBs抗原 卜 )HCV抗体 巨 )

ALP3371LT/1,51HIAA6.5ng/mlと上昇を認め.

AFP,PI＼'ⅠくA-]は正常で CA19-9は50.6t_.T/ml

と軽度高値であった.腹部 CT,MRIで肝右葉に広範

な腺癌を認め,腹部血管造影では肝動脈圧排所見,一部

腫鳴渡染像がみられ,Mh:Ie,5-FU,AD九:Ⅰを肝動

注した.動注を計6回施行したが肝不全にて 1999年12

月13日死亡.剖検で肝の大部分は腺癌で責められ腫蕩壊

死の所見を認めた,病理所見では腫療細胞の腹腔様構造

を認め,Grimeiius染色 (+),S-180蛋白染色 (+),

電顕で内分泌撃殺が検出させ,肝原発カルチノイドと診

断した.

17 ) 肝損傷 に対する外科治療の評価
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【臼的】肝柑陶の外科治療成績及び TAE を申し､とし

た保存頼法の成績につき検討した. 【対象と方法】1989

年 1月から2000年6Hまでに手術叉は TAEが施行さ

れた肝帽悔53刑を対象とした.肝摘傷塞悔度分頬は

AAST を用い gl､adeⅢ以 卜を束悔肝損傷 と定義 した.

【結果】 1.穿通性肝椙傷 (∩-9):全例緊急手術が施

行され.gradeI15札 gradeⅢJ刑であった.9例rf17

例に合併損傷を認め平均出血嵐は2082mlであった,

死亡例はなかった.2.鈍的肝損傷 (n-44):24例に緊

急手術が施行され,morbidity は509も,lil,erI･elated

mortalit､)･は25%であった.20例は初期治穂 として

rrAEが施行され.うち3例 (gradeⅢこ1,nr:1.

V:1)は TAE直後に手術を施行した.TAE20症例

の morbid恒,は250,ら.liverrelatedmort､al恒･は5

%であった.鈍的肝損傷の grade別 mortalityは,

I-](n-10巨 00-い,Ⅲ-nr(n-26):3.8%,＼･･'-

Vl(∩-8㌦ 75(10であった.TAE 導入前 (n-16)の

liver related mortality は3800, TAE 導 入後

(n-28)は3.5%であった. g結語】 巨 資通性肝損傷

は手術の絶対的適応であり成績は良好である.2,鈍的

肝損傷に対する保存療法は TAE を適切に窯施するこ

とで安全に行える.3.術前 TAE を餅周することで,

重傷鈍的肝損傷の手術成健は今後更に改善されるであろ

ラ.
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当救命救急センターでは.鈍的肝損傷に対して,積極

的に経カテーテル(朋l'･動脈塞栓術 (TAE)を行ってい

る.当施設における鈍的肝損傷 TAE 施行例について

検討した.

1989年4月-2000年6F-､ほ でに当院救命救急センター

に入院した肝柑悔110例のうち.TAEを行った20例を

対象とした.性別は男性18名女性 2名.平均年齢 41.5


